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研究成果の概要（和文）：本研究は，体育授業における教師の暗黙の知を浮き彫りにして，教師の力量形成を図
る仕組みの可能性を検討した．具体的には，パイロットスタディとして教師同士が体育授業の協調的授業改善を
図れる動画アノテーションシステムを小学校の体育授業に導入してシステムの有効性を検討した．その結果，小
学校の体育授業において，授業者が授業内容の問題の確定や，授業力量の気づきを顕在化することができた．ま
た，授業者は，動画アノテーションを使った授業改善を前提条件として授業課題を明確化し，その結果として教
師の働きかけ，学習内容と子どもの実態の違い，日常授業のむずかしさを認識した．

研究成果の概要（英文）：This study shed light on tacit knowledge in teachers in physical education 
and investigated a possibility of a mechanism for forming the teacher’s ability.  Specifically, as 
a pilot study, a video annotation system in which teachers could improve cooperative learning of 
physical-education lessons was introduced into elementary school physical education, and the system 
effectiveness was investigated.  As a result, in the targeted elementary school physical education 
lessons, teachers were able to determine problems of their lesson contents and manifested 
self-awareness of their teaching abilities.  Furthermore, teachers clarified class assignments as a 
prerequisite for lesson improvement using the video annotation, and as a result, approaches of a 
teacher, difference between the study content and actual condition of children, and difficulty of 
daily classes were recognized.

研究分野： スポーツ教育

キーワード： 教師教育　動画アノテーション　授業認知　アクションリサーチ
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1．研究

近年の教育改革では，教員評価制度，教員

免許更新制に代表されるように，教師の自

己研鑽の必要性が強調されている．しかし

ながら，教師の勤務に関する調査「教員の

勤務負担軽減に関する調査研究事業」（文部

科学省，

育段階）の現状と課題：国際教員指導環境

調査（

2014

するため教師の負担が増し，授業改善の必

要性を感じながらも充分な取り組みができ

ない現状にある．一方，教師の授業力量の

高まりは，知識を得るという形式知だけで

成り立つものではなく，現場において経験

を積む中での実践知の獲得に依拠すること

が多いことを鑑みると，研修・セミナーと

いったフォーマルな教育プログラムに留ま

らない，現場で仕事に従事するなかでのイ

ンフォーマルな学習を念頭において日常の

授業をしながらの授業改善が求められる．

 

2．研究の目的

以上の背景から，動画アノテーションシス

テムに

前のように授業改善に取り込み，同僚教師

間で共に力量を高めあうことができるので

はないかと考えた．また，一堂に会して授

業改善のための検討を行なうこれまでのア

クションリサーチが，動画アノテーション

を使うことで，いつでもどこでも負担なく，

行うことができるのではないかと考えた．

 

3. 研究の

(1)動画アノテーションシステムの開発

 体育授業は，教師の暗黙の知が内包されて

．研究開始当初
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育段階）の現状と課題：国際教員指導環境

調査（TALIS）の結果概要」（文部科学省，

2014）では，学校の授業外の諸問題に対応

するため教師の負担が増し，授業改善の必

要性を感じながらも充分な取り組みができ
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体育授業は，教師の暗黙の知が内包されて

いるため，指導案あるいは授業者と授業観

察者の記憶だけを拠所にした振り返りや検

討を行なうことに限界がある．

授業時の動画を用いて「この場面」を振り

返り，「あの場面」にジャンプして振り返る

ことで暗黙の知が浮き彫りになると考えた．

次に

るいは「やりっぱなしの授業や授業検討会」

ではなく，動画に映る授業時の子どもの具

体的な姿を通して，授業の何が課題なのか

を明確にした．

ンリサーチと違い，協調的授業改善に参加

する教師がパソコンでいつでも検討ができ，

また，「組織をあげてアクションリサーチを

行なう構え」や「授業レポート作成・検討

会という新たな負担の意識」がなく，教

が楽しみながら授業改善ができると考えた．

以上の

「動画を投稿する授業者が簡易に投稿でき

るようにする」「どのようなフレームやボタ

ンの設計が授業の課題箇所・関連場面・改

善案を明確化できるか」「システムの公開性

と安全性を確保するため，ウェブ上で処理

が完結するとともにシステム管理者による

ID・パスワードの管理を行なう」という点

に着目して行なった．
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(2)分析の事例とデータ収集方法 

対象となる授業は，平成 26 年 7 月に N 県

N 市 N 小学校の第 5 学年サッカー（全 8 時

間の 3 時間目）で行なわれた．授業を行な

った教師（以下：授業者）は，教職歴 5 年

目であり，体育授業の実践研究を積極的に

行なっている．この授業を本研究代表であ

る大学教員（体育教師力量を研究している

研究者，以下：分析者）が，授業者の動き

を画面中心に布置しながら，できるだけ授

業者と学習者全体が画面に収まるように

VTR 撮影した． 

動画アノテーションシステムを使ったデー

タ収集方法は以下のとおりである． 

＜STEP1＞  

収集した授業映像を動画アノテーションシ

ステムにアップし，授業終了 2 日後に授業

者が映像にアノテーションを加えた．その

際，分析者は「映像で気づいたことは，何

でもよいのでアノテーションする」ことを

指示している． 

＜STEP2＞ 

動画アノテーションシステムにアップした

授業映像に，体育授業研究を積極的に行な

ってきた小学校教師歴 28 年の教師（以下：

熟達教師）がアノテーションを加えた．そ

の際，STEP1 同様，分析者は「映像で気づ

いたことは，何でもよいのでアノテーショ

ンする」ことを指示している． 

＜STEP3＞ 

アノテーションを合成した映像を分析者と

熟達教師に「新たに気づいたこと，あるい

は，双方の入力済みのアノテーションに対

して気づいたことをアノテーションする」

「いつでも空いた時間に観てアノテーショ

ンを加える」ことを指示した．さらに，授

業者，熟達教師ともに全てアノテーション

が出尽くした時点で分析者に連絡して終了

することを指示した． 

動画アノテーションの有効性分析は以下の

とおりである． 

＜データ収集＞ 

STEP1から3における一連の作業終了の後，

授業者に対して分析者がインタビューを行

なった．インタビューのテーマは「動画ア

ノテーションを使って何を思ったか」であ

り，本テーマでの語りを授業者と分析者で

深めていった．  

＜分析方法＞ 

 本研究では，授業者のインタビューでの

語りを関連的評定質的分析法（以下：KH

法）によって行なった．  

 

4.  研究成果 

表 1 は，授業者と熟達教師がアノテーショ

ンの協調を行なった回数を内容ごとに示し

ている．この表から，授業者は初回に認知

が多く，動画を観ながらの追認や確認に留

まっていることがわかる．一方，熟達教師

は，初回で賞賛が多く出現している．授業

者，熟達教師ともに，初回は課題も語って

いるが，改善案や気づきは若干あるものの

多くは出現していない．授業者は気づきが

5 回まで満遍なく出現しているが，改善案

は 3 回目の 1 つだけである．一方，熟達教

師は 5 回まで改善案が満遍なく出現してお

り，気づきは無い．また，授業者，熟達教

師ともに 5 回までの協調で概ね語りが出尽

くしていることがわかる． 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

表 1 

 

授業者へのインタビューの語りを

よってカード布置した．

カードとラベルを対応させて数量化Ⅲ類に

よって数量的に処理してラベル間の複数次

元軸構造を見出すことでその関係性を解釈

していく．なお

算出され単相関係数が

あり，単相関係数が

で用いても累積寄与率が

たため，カードのレベルを

のレベルで分析した．その

値が表

数値から，

業者が動画アノテーションを使った授業改

善を行なった思考を表現できる．動画アノ

テーションを使った授業改善を前提条件と

して，授業課題が明確化してその結果とし

て，教師の働きかけや学習内容と子どもの

実態の違い，日常授業のむずかしさを認識

したということである．
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 教師のアノテーション回数

授業者へのインタビューの語りを

よってカード布置した．

カードとラベルを対応させて数量化Ⅲ類に

よって数量的に処理してラベル間の複数次

元軸構造を見出すことでその関係性を解釈

していく．なお L

算出され単相関係数が

あり，単相関係数が

で用いても累積寄与率が

たため，カードのレベルを

のレベルで分析した．その

値が表 2 である．

数値から，図 2 のように本研究における授

業者が動画アノテーションを使った授業改

善を行なった思考を表現できる．動画アノ

テーションを使った授業改善を前提条件と

して，授業課題が明確化してその結果とし

て，教師の働きかけや学習内容と子どもの

実態の違い，日常授業のむずかしさを認識

したということである．

 数量化Ⅲ類による相関係数と寄与率

教師のアノテーション回数

授業者へのインタビューの語りを

よってカード布置した．KH

カードとラベルを対応させて数量化Ⅲ類に

よって数量的に処理してラベル間の複数次

元軸構造を見出すことでその関係性を解釈

L１レベルでは，

算出され単相関係数が 0.5 以上の軸が

あり，単相関係数が 0.7 以上ある第

で用いても累積寄与率が 47%

たため，カードのレベルを 1

のレベルで分析した．その結果得られた数

である．数量化Ⅲ類にて得られた

のように本研究における授

業者が動画アノテーションを使った授業改

善を行なった思考を表現できる．動画アノ

テーションを使った授業改善を前提条件と

して，授業課題が明確化してその結果とし

て，教師の働きかけや学習内容と子どもの

実態の違い，日常授業のむずかしさを認識

したということである． 

数量化Ⅲ類による相関係数と寄与率

教師のアノテーション回数 

授業者へのインタビューの語りを KH 法に

KH 法ではこの各

カードとラベルを対応させて数量化Ⅲ類に

よって数量的に処理してラベル間の複数次

元軸構造を見出すことでその関係性を解釈

１レベルでは，10 の軸が

以上の軸が 8

以上ある第 3 軸ま

47%程度と低かっ

1 段階上げて

結果得られた数

数量化Ⅲ類にて得られた

のように本研究における授

業者が動画アノテーションを使った授業改

善を行なった思考を表現できる．動画アノ

テーションを使った授業改善を前提条件と

して，授業課題が明確化してその結果とし

て，教師の働きかけや学習内容と子どもの

実態の違い，日常授業のむずかしさを認識

数量化Ⅲ類による相関係数と寄与率

法に

法ではこの各

カードとラベルを対応させて数量化Ⅲ類に

よって数量的に処理してラベル間の複数次

元軸構造を見出すことでその関係性を解釈

の軸が

8 つ

軸ま

程度と低かっ

段階上げて L2

結果得られた数

数量化Ⅲ類にて得られた

のように本研究における授

業者が動画アノテーションを使った授業改

善を行なった思考を表現できる．動画アノ

テーションを使った授業改善を前提条件と

して，授業課題が明確化してその結果とし

て，教師の働きかけや学習内容と子どもの

実態の違い，日常授業のむずかしさを認識

数量化Ⅲ類による相関係数と寄与率 
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結論であるが，

察者の記憶だけを拠所にして振り返りや検

討を行なう授業改善から，授業時の動画を

用いて具体的に「この場面」を振り返り，

「あの場面」にジャンプして確認すること

で暗黙の知を浮き彫りにして，教師同士が

その知を共有するという意図があった．そ

のため，「曖昧模糊とした授業改善の課題」

あるいは「やりっぱなしの授業や検討会」

ではなく，動画に映る授業時の子どもの具

体的な姿を通して，授業の何が課題なのか

を明確にして，着実に実践の成果を蓄積し

て教師の力にしていくことをねらいとした．

さらに，これまでのアクションリサー

違い，協調的授業改善に参加する教師がパ

ソコンでいつでも検討ができ，また，組織

をあげてアクションリサーチを行なう構え

や，授業レポート作成も作成や検討会とい

う新たな負担の意識がなく，教師が楽しみ

ながら授業改善ができる仕組みを作ること

 

2 授業者の思考

   

結論であるが，

察者の記憶だけを拠所にして振り返りや検

討を行なう授業改善から，授業時の動画を

用いて具体的に「この場面」を振り返り，

「あの場面」にジャンプして確認すること

で暗黙の知を浮き彫りにして，教師同士が

その知を共有するという意図があった．そ

のため，「曖昧模糊とした授業改善の課題」

あるいは「やりっぱなしの授業や検討会」

ではなく，動画に映る授業時の子どもの具

体的な姿を通して，授業の何が課題なのか

を明確にして，着実に実践の成果を蓄積し

て教師の力にしていくことをねらいとした．

さらに，これまでのアクションリサー

違い，協調的授業改善に参加する教師がパ

ソコンでいつでも検討ができ，また，組織

をあげてアクションリサーチを行なう構え

や，授業レポート作成も作成や検討会とい

う新たな負担の意識がなく，教師が楽しみ

ながら授業改善ができる仕組みを作ること

授業者の思考 

結論であるが，本研究は，授業者と授業観

察者の記憶だけを拠所にして振り返りや検

討を行なう授業改善から，授業時の動画を

用いて具体的に「この場面」を振り返り，

「あの場面」にジャンプして確認すること

で暗黙の知を浮き彫りにして，教師同士が

その知を共有するという意図があった．そ

のため，「曖昧模糊とした授業改善の課題」

あるいは「やりっぱなしの授業や検討会」

ではなく，動画に映る授業時の子どもの具

体的な姿を通して，授業の何が課題なのか

を明確にして，着実に実践の成果を蓄積し

て教師の力にしていくことをねらいとした．

さらに，これまでのアクションリサー

違い，協調的授業改善に参加する教師がパ

ソコンでいつでも検討ができ，また，組織

をあげてアクションリサーチを行なう構え

や，授業レポート作成も作成や検討会とい

う新たな負担の意識がなく，教師が楽しみ

ながら授業改善ができる仕組みを作ること

は，授業者と授業観

察者の記憶だけを拠所にして振り返りや検

討を行なう授業改善から，授業時の動画を

用いて具体的に「この場面」を振り返り，

「あの場面」にジャンプして確認すること

で暗黙の知を浮き彫りにして，教師同士が

その知を共有するという意図があった．そ

のため，「曖昧模糊とした授業改善の課題」

あるいは「やりっぱなしの授業や検討会」

ではなく，動画に映る授業時の子どもの具

体的な姿を通して，授業の何が課題なのか

を明確にして，着実に実践の成果を蓄積し

て教師の力にしていくことをねらいとした．

さらに，これまでのアクションリサー

違い，協調的授業改善に参加する教師がパ

ソコンでいつでも検討ができ，また，組織

をあげてアクションリサーチを行なう構え

や，授業レポート作成も作成や検討会とい

う新たな負担の意識がなく，教師が楽しみ

ながら授業改善ができる仕組みを作ること

は，授業者と授業観

察者の記憶だけを拠所にして振り返りや検

討を行なう授業改善から，授業時の動画を

用いて具体的に「この場面」を振り返り，

「あの場面」にジャンプして確認すること

で暗黙の知を浮き彫りにして，教師同士が

その知を共有するという意図があった．そ

のため，「曖昧模糊とした授業改善の課題」

あるいは「やりっぱなしの授業や検討会」

ではなく，動画に映る授業時の子どもの具

体的な姿を通して，授業の何が課題なのか

を明確にして，着実に実践の成果を蓄積し

て教師の力にしていくことをねらいとした．

さらに，これまでのアクションリサーチと

違い，協調的授業改善に参加する教師がパ

ソコンでいつでも検討ができ，また，組織

をあげてアクションリサーチを行なう構え

や，授業レポート作成も作成や検討会とい

う新たな負担の意識がなく，教師が楽しみ

ながら授業改善ができる仕組みを作ること



をねらいとした．結果より，動画アノテー

ションを使うことによって，授業課題の明

確化と，授業外の仕事に忙殺されがちな教

師が，本来職務である日常授業のための授

業改善を行なう可能性を示唆できた．しか

しながら，汎用化に向けては，研究実践が

少ないことによる客観的な有効性データが

少ないこと，リテラシーを含めて学校の組

織風土に適応させる難しさ，個人情報を含

めた倫理や運用ルールの整備といった課題

がある．今後はこの課題について研究組織

を拡げて克服していきたい． 
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